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用途地域の指定基準 

県ガイドラインの基準による。 

３



種　　類
建築物の
容 積 率

建築物の
建 蔽 率

外 壁 の
後退距離
の 限 度

建 築 物 の
敷地面積の
最 低 限 度

建 築 物 の
高さの限度

約 0.00 ha 5/10以下 3/10以下 － － 10ｍ 0.0%

(約 12.43 ha ) ( 8.2% )

約 139.30 ha 10/10以下 6/10以下 － － 10ｍ 100.0%

約 139.30 ha 4.5%

(約 151.73 ha ) ( 4.9% )

約 456.00 ha 15/10以下 6/10以下 － － － 69.6%

約 198.77 ha 20/10以下 6/10以下 － － － 30.4%

(約 195.00 ha ) ( 30.0% )

約 654.77 ha 21.4%

(約 651.00 ha ) ( 21.2% )

(約 479.97 ha ) ( 15.7% )

(約 82.00 ha ) ( 2.7% )

準 住 居 地 域 約 24.00 ha 20/10以下 6/10以下 － － － 0.8%

小 計 約 94.90 ha 3.1%

商 業 地 域 約 16.00 ha 40/10以下 － － － － 0.5%

工 業 地 域 約 185.00 ha 20/10以下 6/10以下 － － － 6.0%

約 3,066.50 ha 100.0%

(約 3,066.50 ha ) ( 100.0% )

「種類、位置及び区域は計画図表示のとおり」

「面積欄の（　）書きは変更前」

第 一 種 中 高 層
住 居 専 用 地 域

小 計

第一種住居地域

第二種住居地域
2.9%

第 二 種 中 高 層
住 居 専 用 地 域

ha 20/10以下 6/10以下

約 －0.60 ha 15/10以下 6/10以下 －

工 業 専 用 地 域

11.8%

－ － 15.7%

約 83.70 ha

－

－

約 482.47 －

合 計

約 88.16 ha

－8/10以下 －

－20/10以下 6/10以下 －

ha 20/10以下 6/10以下 －準 工 業 地 域

近 隣 商 業 地 域
－ 88.2%

約 11.20 ha 30/10以下

20/10以下 8/10以下 － －

知多都市計画用途地域の変更（東海市変更）【新旧計画書】

面　　積 備　考

第 二 種 低 層
住 居 専 用 地 域

約 0.1%1.90 10ｍ

第 一 種 低 層
住 居 専 用 地 域

小 計

ha 10/10以下 6/10以下 － －

－ 0.0%

約 1,275.00 ha 20/10以下 6/10以下 － － － 41.6%

－ － 3.4%約 104.40

４
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土地区画整理事業の概要 

事 項 年 月 日 備 考 

事 業 名 
知多都市計画事業 

東海加木屋中部土地区画整理事業 

事 業 主 体 東海市 

施 行 区 域 面 積 約 11.0ha 

都市計画決定年月日 平成 31 年 3 月 29 日 

事 業 計 画 決 定 令和 3 年 3 月 22 日 

仮 換 地 指 定 年 月 日 令和 5 年 6 月 30 日 

確 定 測 量 年 月 日 令和 11 年 3 月 以下予定 

換 地 処 分 年 月 日 令和 12 年 3 月 

事 業 完 了 年 月 日 令和 12 年 3 月 31 日 

事 業 進 捗 率 8.4％（令和 5 年 3 月現在） 

６
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（別表２）

都市計画区域名：知多　 市町村名：東海市

50 60 80 100 150 200 50 60 80 100 150 200 100 150 200 300 100 150 200 300 200 300 400 200 300 400 200 300 400 200 300 400 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 200 300 400 200 300 400 200 300 400 小計 100 200 300 400 小計

50 0.00 0.00

60 0.00 0.00

80 0.00 0.00

100 139.30 139.30 0.00

150 0.00 0.00

200 0.00 0.00

50 0.00 0.00

60 0.00 0.00

80 0.00 0.00

100 1.90 1.90 0.00

150 0.00 0.00

200 0.00 0.00

100 0.00 0.00

150 456.00 456.00 0.00

200 3.77 195.00 198.77 0.00

300 0.00 0.00

100 0.00 0.00

150 0.60 0.60 0.00

200 0.00 0.00

300 0.00 0.00

200 2.50 479.97 482.47 0.00

300 0.00 0.00

400 0.00 0.00

200 6.16 82.00 88.16 0.00

300 0.00 0.00

400 0.00 0.00

200 24.00 24.00 0.00

300 0.00 0.00

400 0.00 0.00

200 83.70 83.70 0.00

300 11.20 11.20 0.00

400 0.00 0.00

200 0.00 0.00

300 0.00 0.00

400 16.00 16.00 0.00

500 0.00 0.00

600 0.00 0.00

700 0.00 0.00

800 0.00 0.00

900 0.00 0.00

1000 0.00 0.00

200 104.40 104.40 0.00

300 0.00 0.00

400 0.00 0.00

200 185.00 185.00 0.00

300 0.00 0.00

400 0.00 0.00

200 1,275.00 1,275.00 0.00

300 0.00 0.00

400 0.00 0.00

小計 12.43 0.00 0.00 139.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.90 0.00 0.00 0.00 456.00 195.00 0.00 0.00 0.60 0.00 0.00 479.97 0.00 0.00 82.00 0.00 0.00 24.00 0.00 0.00 83.70 11.20 0.00 0.00 0.00 16.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 104.40 0.00 0.00 185.00 0.00 0.00 1,275.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

100 0

200 1,277.00 1,277.00

300 0

400 0

小計 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,277.00 0.00 0.00

1,277.00
合計 3,066.50 4,343.50

151.73 1.90 651.00 0.60 479.97 82.00 24.00 94.90 16.00 104.40 185.00 1,275.00

調整区域 1,277.00

479.97 82.00 24.00 94.90651.00 0.60
小計 3,066.50 3,066.50

151.73 1.90 185.00 1,275.00 0.0016.00 104.40

104.40

工業地域 185.00 185.00

工業専用
地 域

1,275.00 1,275.00

準 工 業
地 域

104.40

近隣商業
地 域

94.90 94.90

商業地域 16.00 16.00

第 二 種
住居地域

88.16 88.16

準 住 居
地 域

24.00 24.00

第 二 種
中 高 層
住居専用
地 域

0.60 0.60

第 一 種
住居地域

482.47 482.47

第 二 種
低層住居
専用地域

1.90 1.90

第 一 種
中 高 層
住居専用
地 域

654.77 654.77

工業専用
地　　域

小計 調整区域 合計

第 一 種
低層住居
専用地域

139.30 139.30

第 二 種
住居地域

準住居地域
近隣商業
地　　域

商業地域 準工業地域 工業地域

容 積 率 別 用 途 地 域 の 変 更 総 括 表
　変更前

 変更後

第一種低層住居専用地域 第二種低層住居専用地域
第一種中高層
住居専用地域

第二種中高層
住居専用地域

第 一 種
住居地域

９
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都市計画の策定経緯の概要 

事 項 時 期 備 考 

地 元 説 明 会 令和 5年 10 月上旬 以下予定 

事 前 協 議 令和 5年 10 月下旬～11 月下旬 

事 前 協 議 回 答 令和 5年 11 月下旬 

広 報 登 載 日 令和 5年 12 月上旬 

案 縦 覧 の 公 告 令和 5年 12 月上旬 

案 の 縦 覧 令和 5年 12 月中旬～12 月下旬（2週間） 

市 都 市 計 画 審 議 会 令和 6年 1月 

協 議 令和 6年 2月中旬～3月中旬 

協 議 回 答 令和 6年 3月中旬 

市 告 示 令和 6年 6月下旬 

図 書 の 送 付 令和 6年 6月下旬 

11



都市計画の策定の経緯の概要

知多都市計画用途地域の変更（東海市決定）

事 項 時 期 備 考

説 明 会 令和５年１０月１日
場所：東海市立加木屋市民館 

人数：７１名

事 前 協 議  令和５年１０月３０日

事 前 協 議 回 答 令和５年１１月３０日

縦 覧 を 市 広 報 に 掲 載 
（ 市 広 報 締 切 り ） 

令和５年１２月１日

（令和５年１１月２日）

案 の 公 告 令和５年１２月１４日

案 の 縦 覧  令和５年１２月１４日

～１２月２８日

意見書提出（ 有・無 ） 

縦覧者数：０名

市町村都市計画審議会 令和６年２月２日

知 事 へ の 協 議 令和６年２月中旬 （以下予定）

知 事 回 答  令和６年３月中旬

決 定 告 示  令和６年６月下旬

12
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○東海市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

平成 18 年 3 月 17 日 

条例第 23号 

東海市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例をここに公布する。 

東海市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例 

(目的) 

第 1 条 この条例は、建築基準法(昭和 25 年法律第 201 号。以下「法」という。)第 68 条の

2 第 1項の規定に基づき、地区計画の区域内における建築物の用途、敷地及び構造

に関する制限を定めることにより、適正な都市機能と健全な都市環境を確保する

ことを目的とする。 

(適用区域) 

第 2 条 この条例は、別表第 1 に掲げる都市計画法(昭和 43 年法律第 100 号)第 20 条第 1

項(同法第 21 条第 2項において準用する場合を含む。)の規定により告示された区

域(以下「対象区域」という。)に適用する。 

(建築物の用途の制限) 

第 3 条 対象区域内においては、別表第 2(ア)欄の計画地区(対象区域に係る地区整備計画

において区分された地区(区分されていない場合にあっては、当該地区整備計画に

定められた区域)をいう。以下同じ。)の区分に応じ、それぞれ同表(イ)欄に掲げる

建築物は、建築してはならない。 

(建築物の容積率の限度) 

第 4 条 建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合(以下「容積率」という。)は、別表第

2(ア)欄の計画地区の区分に応じ、それぞれ同表(ウ)欄に掲げる数値を満たさなけ

ればならない。 

(建蔽率の最高限度) 

第 4 条の 2 社山整備計画区域、社山北整備計画区域及び名和共和整備計画区域における建

築物の建蔽率(建築物の建築面積(同一敷地内に 2 以上の建築物がある場合におい

ては、その建築面積の合計)の敷地面積に対する割合をいう。)は、10 分の 6 を超

えてはならない。 

(建築物の敷地面積の最低限度) 

第 5 条 建築物の敷地面積は、別表第 2(ア)欄の計画地区の区分に応じ、それぞれ同表(エ)

欄に掲げる数値以上でなければならない。 

2 前項の規定の施行又は適用の際、現に建築物の敷地として使用されている土地で

同項の規定に適合しないもの又は現に存する所有権その他の権利に基づいて建築

物の敷地として使用するならば同項の規定に適合しないこととなる土地(同項の
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規定の施行又は適用の日後において土地区画整理法(昭和29年法律第119号)第96

条に規定する保留地の予定地として処分されたことによる当該土地を使用し、又

は収益する権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば同項の規定に適合

しないこととなる土地を含む。)について、その全部を一の敷地として使用する場

合においては、同項の規定は、適用しない。ただし、次の各号のいずれかに該当す

る場合は、この限りでない。 

(1) 前項の規定の改正後の同項の規定の施行又は適用の際、改正前の同項の規定

に違反している建築物の敷地又は所有権その他の権利に基づいて建築物の敷

地として使用するならば改正前の同項の規定に違反することとなった土地

(2) 前項の規定に適合するに至った建築物の敷地又は所有権その他の権利に基

づいて建築物の敷地として使用するならば同項の規定に適合するに至った土

地

3 第 1 項の規定は、法第 86条の 9 第 1 項各号に掲げる事業の施行による建築物の敷

地面積の減少により、当該事業の施行の際、現に建築物の敷地として使用されてい

る土地で第 1 項の規定に適合しなくなるもの又は当該事業の施行の際、現に存す

る所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば同項の規定

に適合しないこととなる土地について、その全部を一の敷地として使用する場合

においては適用しない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限り

ではない。 

(1) 法第 86 条の 9 第 1 項各号に掲げる事業の施行により面積が減少した際、当

該面積の減少がなくとも第 1 項の規定に違反していた建築物の敷地又は所有

権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば同項の規定に

違反することとなった土地

(2) 第 1 項の規定に適合するに至った建築物の敷地又は所有権その他の権利に基

づいて建築物の敷地として使用するならば同項の規定に適合するに至った土

地

(建築物の外壁等の位置の制限) 

第 6 条 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面(以下「外壁等」という。)から道路境界線

(隅切り部分は除く。以下同じ。)又は隣地境界線までの距離は、それぞれ別表第

2(ア)欄の計画地区の区分に応じ、同表(オ)の道路境界線までの距離の欄又は隣地

境界線までの距離の欄に掲げる数値以上でなければならない。 

2 前項の規定は、同項に規定する数値に満たない距離にある建築物又は建築物の部

分(以下「建築物等」という。)が、それぞれ別表第 2(オ)の適用除外の建築物等の

欄に掲げるものに該当するもの又は同項の規定の施行の際、現に存する建築物等

については、適用しない。 

(建築物の高さの最高限度) 

15



第 7 条 建築物の最高の高さ又は建築物の各部分の高さは、それぞれ別表第 2(ア)欄の計画

地区の区分に応じ、同表(カ)の最高の高さの欄又は各部分の高さの欄に掲げる数

値を超えてはならない。 

2 前項の規定による建築物の最高の高さ又は建築物の各部分の高さには、階段室、昇

降機塔、装飾塔、物見搭、屋窓その他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影

面積の合計が当該建築物の建築面積の 8 分の 1 以内の場合においては、その部分

の高さは、5 メートルまでは当該建築物の高さに算入しない。 

(建築物の敷地が対象区域の内外にわたる場合の措置) 

第 8 条 建築物の敷地が対象区域の内外にわたる場合における第 3 条の規定の適用につい

ては、当該敷地の過半が当該対象区域に属するときは当該建築物の全部について

同条の規定を適用し、当該敷地の過半が当該対象区域に属さないときは当該建築

物の全部について同条の規定を適用しない。 

2 建築物の敷地が対象区域の内外にわたる場合における第 5 条第 1 項の規定の適用

については、当該敷地の全部について、同項の規定を適用する。 

3 建築物の敷地が対象区域の内外にわたる場合における第 6 条第 1 項の規定の適用

については、対象区域の属する敷地の部分に限り、同項の規定を適用する。 

(建築物の敷地が 2の計画地区にわたる場合の措置) 

第 9 条 建築物の敷地が 2 の計画地区にわたる場合における第 3 条及び第 4 条の規定の適

用については、当該建築物又は当該敷地の全部について、当該敷地の過半が属する

計画地区に係る規定を適用する。 

(既存の建築物に対する制限の緩和) 

第 10 条 法第 3 条第 2項の規定により第 3条の規定の適用を受けない建築物について次に

掲げる範囲内において増築又は改築をする場合においては、法第 3 条第 3項第 3号

及び第 4 号の規定にかかわらず、第 3 条の規定は、適用しない。 

(1) 増築又は改築が基準時(法第 3 条第 2 項の規定により第 3 条の規定の適用を

受けない建築物について、法第 3 条第 2 項の規定により引き続き第 3 条の規

定(同条の規定が改正された場合においては、改正前の規定を含む。)の適用を

受けない期間の始期をいう。以下同じ。)における敷地内におけるものであり、

かつ、増築又は改築後における延べ面積及び建築面積が基準時における敷地

面積に対してそれぞれ法第 52 条第 1 項から第 3 項まで及び法第 53 条の規定

に適合すること。

(2) 増築後の床面積の合計は、基準時における床面積の合計の 1.2 倍を超えない

こと。

(3) 増築後の第 3 条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合

計は、基準時におけるその部分の床面積の合計の 1.2 倍を超えないこと。

(4) 第 3条の規定に適合しない理由が原動機の出力、機械の台数又は容器等の容
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量による場合においては、増築後のそれらの出力、台数又は容量の合計は、基

準時におけるそれらの出力、台数又は容量の合計の 1.2 倍を超えないこと。 

2 法第 3 条第 2 項の規定により、第 4 条の規定の適用を受けない建築物について次

に掲げる範囲内において増築又は改築をする場合においては、法第 3 条第 3 項第 3

号及び第 4号の規定にかかわらず、第 4条の規定は、適用しない。 

(1) 増築又は改築が基準時における敷地内におけるものであること。

(2) 増築又は改築後の延べ面積が、基準時における延べ面積以上であること。

(公益上必要な建築物の特例) 

第 11 条 市長がこの条例の適用に関して、公益上必要な建築物で用途、規模又は構造にお

いてやむを得ないと認めて許可したものについては、その許可の範囲内において、

この条例の規定は、適用しない。 

(委任) 

第 12 条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 

(罰則) 

第 13 条 次の各号のいずれかに該当する者は、50万円以下の罰金に処する。 

(1) 第 3 条又は第 5 条第 1 項の規定に違反した場合(次号に規定する場合を除

く。)における当該建築物の建築主

(2) 建築物を建築した後において、当該建築物の敷地を分割したことによって第

5 条第 1 項の規定に違反することとなった場合における当該建築物の敷地の

所有者、管理者又は占有者

(3) 第 4 条、第 4 条の 2、第 6 条第 1 項及び第 7 条第 1 項の規定に違反した場合

における当該建築物の設計者(設計図書を用いないで工事を施工し、又は設計

図書に従わないで工事を施工した場合においては、当該建築物の工事施工者)

(4) 法第 87 条第 2 項において準用する第 3 条の規定に違反した場合における当

該建築物の所有者、管理者又は占有者

2 前項第 3 号に規定する違反があった場合においては、その違反が建築主又は建築

設備の設置者の故意によるものであるときは、当該設計者又は工事施工者を罰す

るほか、当該建築主又は建築設備の設置者に対して同項の罰金刑を科する。 

3 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人又

は人の業務に関して、前 2 項の違反行為をした場合においては、その行為者を罰す

るほか、その法人又は人に対して第 1 項の罰金刑を科する。ただし、法人又は人の

代理人、使用人その他の従業者の当該違反行為を防止するため、当該業務に対し、

相当の注意及び監督が尽くされたことの証明があったときは、その法人又は人に

ついては、この限りでない。 

附 則 

1 この条例は、公布の日から施行する。 
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2 次に掲げる条例は、廃止する。 

(1) 知多北部都市計画中新田地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例(平成 4 年東海市条例第 18号)

(2) 知多北部都市計画新宝町地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例(平成 7 年東海市条例第 17号)

(3) 知多北部都市計画太田川駅周辺地区計画の区域内における建築物の制限に関す

る条例(平成 9年東海市条例第 30 号)

(4) 知多北部都市計画荒尾第二地区計画の区域内における建築物の制限に関する条

例(平成 10年東海市条例第 46号)

(5) 知多北部都市計画中ノ池地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

(平成 12 年東海市条例第 31 号)

3 この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお、従前の例による。 

附 則(平成 19年条例第 25 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 20年条例第 40 号) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

2 この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

附 則(平成 22年条例第 35 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 24年条例第 11 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 28年条例第 36 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 30年条例第 17 号) 

この条例は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31年条例第 4 号) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

2 社山北整備計画区域に係る都市計画法(昭和 43年法律第 100 号)第 36 条第 3項の規定に

よる開発行為に関する工事の完了の公告があるまでの間、社山北整備計画区域におけ
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る建築物の建蔽率に関する改正後の東海市地区計画の区域内における建築物の制限に

関する条例(以下「改正後の条例」という。)第 4条の 2 の規定の適用については、同条

中「10 分の 6」とあるのは、「10 分の 3」とする。 

3 社山北整備計画区域に係る都市計画法第 36 条第 3 項の規定による開発行為に関する工

事の完了の公告(同項の規定による公共施設に関する工事の完了の公告がある場合に

は、当該公告)があるまでの間、社山北整備計画区域における建築物の容積率に関する

改正後の条例別表第 2 社山北整備計画区域の項の規定の適用については、同項中「10

分の 10」及び「10分の 15」とあるのは、「10 分の 5」とする。 

附 則(令和 3年条例第 12 号) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

2 名和共和整備計画区域に係る都市計画法(昭和 43 年法律第 100 号)第 36 条第 3 項の規定

による開発行為に関する工事の完了の公告があるまでの間、名和共和整備計画区域に

おける建築物の建蔽率の最高限度に関する改正後の東海市地区計画の区域内における

建築物の制限に関する条例(以下「改正後の条例」という。)第 4 条の 2の規定の適用に

ついては、同条中「10分の 6」とあるのは、「10分の 3」とする。 

3 名和共和整備計画区域に係る都市計画法第 36 条第 3 項の規定による開発行為に関する

工事の完了の公告(同項の規定による公共施設に関する工事の完了の公告がある場合

には、当該公告)があるまでの間、名和共和整備計画区域における建築物の容積率の限

度に関する改正後の条例別表第 2名和共和整備計画区域の項の規定の適用については、

同項中「10 分の 20」とあるのは、「10 分の 5」とする。 
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別表第 1(第 2条関係) 

名称 区域 

中新田地区整備計画区域 知多都市計画中新田地区地区計画において地区整備計画

が定められた区域 

新宝町地区整備計画区域 知多都市計画新宝町地区地区計画において地区整備計画

が定められた区域 

太田川駅周辺整備計画区域 知多都市計画太田川駅周辺地区計画において地区整備計

画が定められた区域 

荒尾第二整備計画区域 知多都市計画荒尾第二地区計画において地区整備計画が

定められた区域 

中ノ池整備計画区域 知多都市計画中ノ池地区計画において地区整備計画が定

められた区域 

社山整備計画区域 知多都市計画社山地区計画において地区整備計画が定め

られた区域 

名和南部西整備計画区域 知多都市計画名和南部西地区計画において地区整備計画

が定められた区域 

南加木屋駅周辺整備計画区域 知多都市計画南加木屋駅周辺地区計画において地区整備

計画が定められた区域 

加木屋北部整備計画区域 知多都市計画加木屋北部地区計画において地区整備計画

が定められた区域 

南加木屋駅北整備計画区域 知多都市計画南加木屋駅北地区計画において地区整備計

画が定められた区域 

社山北整備計画区域 知多都市計画社山北地区計画において地区整備計画が定

められた区域 

名和共和整備計画区域 知多都市計画名和共和地区計画において地区整備計画が

定められた区域 

太田川駅西整備計画区域 知多都市計画太田川駅西地区計画において地区整備計画

が定められた区域 

加木屋中部整備計画区域 知多都市計画加木屋中部地区計画において地区整備計画

が定められた区域 
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工

場

(
1
2
)

法
別
表
第

2
(る

)項
第

2
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の
貯

蔵
又
は

処

理
に

供
す

る
も

の

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.3

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

B
地

区
 

(
1
)

法
別
表

第
2
(
ほ
)
項
第

4
号

に
掲

げ
る

も
の

(
2
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
3
)

カ
ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク

ス
そ
の

他
こ
れ

に
類

す
る

も
の

(
4
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
ぱ

ち
ん

こ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

(
5
)

図
書
館

、
博

物
館

そ
の
他

こ
れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
6
)

自
動
車

教
習

所

(
7
)

床
面
積

の
合

計
が

1
5
平

方
メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

畜
舎

(
8
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
9
)

自
動
車

車
庫

で
、
床

面
積

の
合
計
が

3
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超

え

る
も

の
(
同

一
敷

地
内

に
お

い
て

、
建

築
物

に
附

属
す

る
自

動
車

車
庫

で
、
当

該
自

動
車

車
庫
の

床
面
積

の
合

計
が

当
該

敷
地

内
に

あ
る

建
築

物
(
自
動

車
車

庫
の
用

途
に
供

す
る

部
分

を
除

く
。
)の

延
べ

面
積

の
合

計
を

超
え

な
い

も
の
を

除
く

。
)
又
は

3
階

以
上

の
部

分
に

あ
る

も
の

(
1
0
)

法
別
表
第

2
(へ

)
項
第

2
号
、
(
と
)
項
第

3
号

、
(ぬ

)
項
第

3
号

及
び

(る
)
項
第

1
号

に
掲

げ
る

工
場

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.3

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

1
2
メ
ー

ト
ル
 

各
部

分
か

ら
前

面
道

路
の

反

対
側

の
境

界
線

又
は

隣
地

境

界
線

ま
で

の
真

北
方

向
の

水

平
距

離
に

1.
2
5
を

乗
じ

て
得

た
も

の
に

5
メ

ー
ト

ル
を

加
え

た
も

の
 

2 1



(
1
1
)

法
別
表
第

2
(と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の
貯

蔵
又
は

処

理
に

供
す

る
も

の

新
宝

町
地

区
整

備
計

画
区

域
 

(
1
)

住
宅

(
2
)

共
同
住

宅
、

寄
宿

舎
又
は

下
宿

(
3
)

図
書
館

、
博

物
館

そ
の
他

こ
れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
4
)

神
社
、

寺
院

、
教

会
そ
の

他
こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の

(
5
)

老
人
ホ

ー
ム

、
保
育

所
、
福

祉
ホ

ー
ム

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る

も
の

(
6
)

公
衆

浴
場

(
風

俗
営

業
等

の
規

制
及

び
業

務
の

適
正

化
等

に
関

す

る
法

律
(
昭
和

23
年
法

律
第

1
2
2
号

)第
2
条

第
6
項
第

1
号

に

該
当

す
る

営
業

に
係

る
も

の
を

除
く
。

(
7
)

診
療
所

(
8
)

日
用
品

の
販

売
を

主
た
る

目
的
と

す
る

店
舗

又
は

飲
食

店

(
9
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
1
0
)

自
動
車

教
習

所

(
1
1
)

畜
舎

(
1
2
)

マ
ー

ジ
ャ

ン
屋

、
ぱ

ち
ん

こ
屋

、
射

的
場

、
勝

馬
投

票
券

発
売

所
、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
1
3
)

カ
ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク

ス
そ

の
他
こ

れ
に

類
す

る
も

の

(
1
4
)

産
業
廃

棄
物

の
処

理
施

設
そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
も

の

5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

3
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

太
田

川
駅

周
辺

整
備

計
画

区
域
 

A
―

1
地

区
 

(
1
)

キ
ャ
バ

レ
ー

、
料

理
店
そ

の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
2
)

風
俗
営

業
等

の
規

制
及
び

業
務
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律
第

2

条
第

6
項
第

1
号
に

該
当

す
る

営
業
に

係
る

公
衆

浴
場
、
ヌ

ー
ド

ス
タ

ジ
オ
、
の
ぞ

き
劇

場
、
ス

ト
リ
ッ

プ
劇

場
、
専

ら
異
性

を
同

伴
す

る
客

の
休

憩
の

用
に

供
す

る
施
設
、
専
ら

性
的

好
奇
心

を
そ

そ
る

写
真

そ
の

他
の

物
品

の
販

売
を

目
的

と
す

る
店

舗
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
 

(
3
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
4
)

畜
舎

(
5
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の

(
6
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
7
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

3
0

分
の

4
0

以
上

。
た

だ

し
、

都
市

計

画
都

市
高

速

鉄
道

の
区

域

に
つ

い
て

は

適
用

し
な

い
。
 

2
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

A
―

2
地

区
 

(
1
)

建
築
物

の
1、

2
階

部
分

に
お
い

て
住

宅
、

共
同

住
宅

、
寄
宿

舎

又
は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も

の

(
2
)

キ
ャ
バ

レ
ー

、
料

理
店
そ

の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

3
0

分
の

4
0

以
上

。
た

だ

し
、

都
市

計

2
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
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(
3
)

風
俗
営

業
等

の
規

制
及
び

業
務
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律
第

2

条
第

6
項
第

1
号
に

該
当

す
る

営
業
に

係
る

公
衆

浴
場
、
ヌ

ー
ド

ス
タ

ジ
オ
、
の
ぞ

き
劇

場
、
ス

ト
リ
ッ

プ
劇

場
、
専

ら
異
性

を
同

伴
す

る
客

の
休

憩
の

用
に

供
す

る
施
設
、
専
ら

性
的

好
奇
心

を
そ

そ
る

写
真

そ
の

他
の

物
品

の
販

売
を

目
的

と
す

る
店

舗
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
 

(
4
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
5
)

畜
舎

(
6
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の

(
7
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
8
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

画
都

市
高

速

鉄
道

の
区

域

に
つ

い
て

は

適
用

し
な

い
。
 

B
地

区
 

(
1
)

建
築
物

の
1
階
部

分
に
お

い
て
住

宅
、
共
同

住
宅

、
寄

宿
舎
又

は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も

の

(
2
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
3
)

畜
舎

(
4
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の

(
5
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
6
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

3
0

分
の

3
0

以
上

。
た

だ

し
、

都
市

計

画
都

市
高

速

鉄
道

の
区

域

に
つ

い
て

は

適
用

し
な

い
。
 

1
2
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

C
地

区
 

(
1
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
ぱ

ち
ん

こ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

(
2
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
3
)

畜
舎

(
4
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の

(
5
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
6
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

1
2
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

D
―

1
地

区
 

(
1
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
2
)

畜
舎

(
3
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の

(
4
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
5
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

1
2
0
平

方
メ

ー
ト

ル
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D
―

2
地

区
 

(
1
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
2
)

畜
舎

(
3
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の
(
作

業
場

の
床

面
積

の
合

計
が

3
0
0

平
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
な

い
自

動
車
修

理
工

場
を

除
く

。
)

(
4
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
5
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

1
2
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

荒
尾

第
二

整
備

計
画

区
域
 

商
業

地
区
 

(
1
)

建
築
物

の
1
階
部

分
に
お

い
て
住

宅
、
共
同

住
宅

、
寄

宿
舎
又

は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も

の

(
2
)

倉
庫
業

を
営

む
倉

庫

(
3
)

畜
舎

(
4
)

原
動
機

を
使

用
す

る
工
場

で
作
業

場
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の
(
作

業
場

の
床

面
積

の
合

計
が

1
5
0

平
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
な

い
自

動
車
修

理
工

場
を

除
く

。
)

(
5
)

法
別
表

第
2
(
と
)
項
第

3
号

に
掲

げ
る

工
場

(
6
)

法
別
表

第
2(
と

)項
第

4
号

に
掲

げ
る

危
険

物
の

貯
蔵

又
は
処

理

に
供

す
る

施
設

2
5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.3

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

沿
道

地
区
 

畜
舎
 

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.3

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

住
宅

地
区
 

畜
舎
 

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.3

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

中
ノ

池
整

備
計

画
区

域
 

次
に

掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

一
戸
建

て
の

住
宅

(
2
)

一
戸
建

て
の

住
宅

で
事
務

所
、
店
舗

そ
の

他
こ

れ
ら
に

類
す
る

用

途
を

兼
ね

る
も

の
の

う
ち

延
べ

面
積
の

2
分

の
1
以

上
を
居

住
の

用
に

供
し

、
か
つ

、
建
築

基
準
法

施
行
令

(昭
和

2
5
年
政

令
第

3
3
8

号
。

以
下

「
令

」
と

い
う

。
)第

1
3
0
条

の
3
各
号

に
掲

げ
る

用

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.3

メ

2 4



途
を

兼
ね

る
も

の
(
こ

れ
ら

の
用

途
に

供
す

る
部

分
の

床
面

積
の

合
計
が

5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超

え
る
も

の
を

除
く

。
) 

(
3
)

診
療
所

(
4
)

巡
査
派

出
所
、
公
衆

電
話

所
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の
と

し

て
令
第

1
3
0
条
の

4
各
号

に
掲

げ
る
公

益
上

必
要

な
建

築
物

(
5
)

前
各
号

の
建

築
物

に
附
属

す
る
も

の
(
令
第

1
30

条
の

5
各
号

に

掲
げ

る
も

の
及

び
床

面
積

の
合

計
が

1
5
平
方

メ
ー

ト
ル
以

下
の

畜
舎

を
除

く
。

)

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の
 

社
山

整
備

計
画

区
域
 

次
に
掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

一
戸
建

て
の

専
用

住
宅
及

び
こ
れ

に
附

属
す

る
も

の

(
2
)

一
戸
建

て
の

住
宅

で
延
べ

面
積
の

2
分

の
1
以

上
を
居

住
の
用

に

供
し

、
か

つ
、
次

に
掲

げ
る

用
途

の
い
ず

れ
か

を
兼

ね
る

も
の

(
こ

れ
ら

の
用

途
に

供
す

る
部

分
の

床
面
積

の
合

計
が

5
0
平
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

も
の

を
除

く
。

)

ア
喫
茶

店
又

は
食

堂

イ
華
道

教
室

、
学

習
塾

そ
の

他
こ
れ

ら
に

類
す

る
施

設

(
3
)

集
会
所

そ
の

他
こ

れ
に
類

す
る
も

の

(
4
)

巡
査
派

出
所
、
公
衆

電
話

所
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の
と

し

て
令
第

1
3
0
条
の

4
各
号

に
掲

げ
る
公

益
上

必
要

な
建

築
物

1
0

分
の

1
0

以
下
 

2
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

1
0
メ

ー
ト

ル
。

た
だ

し
、
軒
に

つ
い

て
は

、

7
.
5
メ
ー

ト
ル
 

各
部

分
か

ら
隣

地
境

界
線

ま

で
の

真
北

方
向

の
水

平
距

離

に
1
.
25

を
乗

じ
て

得
た

も
の

に
5
メ
ー

ト
ル

を
加

え
た

も
の
 

名
和

南
部

西
整

備
計

画
区

域
 

沿
道

地
区
 

(
1
)

建
築
物

の
1
階
部

分
に
お

い
て
住

宅
、
共
同

住
宅

、
寄

宿
舎
又

は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も

の

(
2
)

ホ
テ
ル

、
旅

館
そ

の
他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
3
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
4
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
ぱ

ち
ん

こ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

(
5
)

畜
舎

3
,
0
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

住
宅

地
区
 

(
1
)

ホ
テ
ル

、
旅

館
そ

の
他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
2
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
3
)

畜
舎

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

南
加

木
屋

駅
周

辺
整

備
計

画
区

域
 

A
地

区
 

(
1
)

ホ
テ
ル

、
旅

館
そ

の
他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
2
)

畜
舎

B
地

区
 

法
別

表
第

2
(は

)項
に
掲

げ
る

も
の
(
同
項

第
1
号

か
ら
第

7
号

ま
で

に

掲
げ

る
建

築
物

に
附

属
す

る
も

の
の
う

ち
、
床

面
積

の
合
計

が
15

平
方
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メ
ー

ト
ル

以
下

の
畜

舎
を

除
く

。
)以

外
の

も
の

加
木

屋
北

部
整

備
計

画
区

域
 

A
地

区
 

(
1
)

ホ
テ
ル

、
旅

館
そ

の
他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
2
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
3
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
ぱ

ち
ん

こ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

(
4
)

畜
舎

B
地

区
 

畜
舎
 

南
加

木
屋

駅
北

整
備

計
画

区
域
 

畜
舎
 

社
山

北
整

備
計

画
区

域
 

A
地

区
 

次
に

掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

一
戸
建

て
の

専
用

住
宅
及

び
こ
れ

に
附

属
す

る
も

の

(
2
)

一
戸
建

て
の

住
宅

で
延
べ

面
積
の

2
分

の
1
以

上
を
居

住
の
用

に

供
し

、
か

つ
、
次

に
掲

げ
る

用
途

の
い
ず

れ
か

を
兼

ね
る

も
の

(
こ

れ
ら

の
用

途
に

供
す

る
部

分
の

床
面
積

の
合

計
が

5
0
平
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

も
の

を
除

く
。

)

ア
喫
茶

店
又

は
食

堂

イ
華
道

教
室

、
学

習
塾

そ
の

他
こ
れ

ら
に

類
す

る
施

設

(
3
)

老
人
ホ

ー
ム

、
保
育

所
、
福

祉
ホ

ー
ム

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る

も
の

(
4
)

集
会
所

そ
の

他
こ

れ
に
類

す
る
も

の

(
5
)

巡
査
派

出
所
、
公
衆

電
話

所
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の
と

し

て
令
第

1
3
0
条
の

4
各
号

に
掲

げ
る
公

益
上

必
要

な
建

築
物

1
0

分
の

1
0

以
下
 

1
6
5
平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

1
0
メ
ー

ト
ル
 

B
地

区
 

次
に

掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

幼
稚
園

、
小

学
校

又
は
中

学
校

(
2
)

老
人
ホ

ー
ム

、
保
育

所
、
福

祉
ホ

ー
ム

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る

も
の

(
3
)

診
療
所

(
4
)

集
会
所

そ
の

他
こ

れ
に
類

す
る
も

の

(
5
)

巡
査
派

出
所
、
公
衆

電
話

所
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の
と

し

て
令
第

1
3
0
条
の

4
各
号

に
掲

げ
る
公

益
上

必
要

な
建

築
物

(
6
)

令
第

1
3
0
条

の
5
の

3
各

号
に
掲

げ
る

建
築

物
で

そ
の

用
途
に

供

す
る

部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

1
,
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以
内

の
も

の
(
3
階

以
上

の
部

分
を

そ
の
用

途
に
供

す
る

も
の

を
除

く
。

)

(
7
)

前
各
号

の
建

築
物

に
附
属

す
る
も

の
(
令
第

13
0
条
の

5
の

5
各

号
に

掲
げ

る
も

の
を

除
く

。
)

1
0

分
の

1
5

以
下
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
(
自

動
車

車
庫

を
除

く
。
)に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

1
2
メ
ー

ト
ル
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名
和

共
和

整
備

計
画

区
域
 

A
地

区
 

次
に

掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

倉
庫

(
2
)

前
号
の

建
築

物
に

附
属
す

る
次
に

掲
げ

る
建

築
物

ア
事
務

所

イ
自
動

車
車

庫

ウ
保
育

所
(
児
童

福
祉

法
(昭

和
22

年
法

律
第

1
64

号
)第

3
9

条
第

1
項

に
規

定
す

る
保

育
所

を
い
う
。
以
下

こ
の

項
に
お

い
て

同
じ

。
)

エ
守
衛

所
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る
も

の

オ
令
第

1
3
0
条

の
5
の

2
各

号
に
掲

げ
る

建
築

物
で

そ
の

用
途

に
供

す
る

部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト
ル

以
内

の
も

の
(
3
階

以
上

の
部

分
を

そ
の

用
途

に
供

す
る

も

の
を

除
く

。
)

1
0

分
の

2
0

以
下
 

2
0
,
0
0
0

平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
5
メ
ー

ト
ル
 

4
メ

ー
ト

ル
 

(
1
)

守
衛

所
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

も
の

で
軒

の
高

さ
が

4
メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
り
、
か
つ

、
床

面
積

の
合
計

が
10
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
内

で
あ

る
も

の

(
2
)

前
号

の
建

築
物

に
附

属
す

る
自

動
車

車
庫

で
軒

の
高

さ
が

4
メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

B
地

区
 

次
に

掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

倉
庫

(
2
)

工
場
又

は
研

究
施

設

(
3
)

前
2
号

の
建

築
物

に
附
属

す
る
次

に
掲

げ
る

建
築

物

ア
事
務

所

イ
自
動

車
車

庫

ウ
保
育

所

エ
守
衛

所
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る
も

の

オ
令
第

1
3
0
条

の
5
の

2
各

号
に
掲

げ
る

建
築

物
で

そ
の

用
途

に
供

す
る

部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト
ル

以
内

の
も

の
(
3
階

以
上

の
部

分
を

そ
の

用
途

に
供

す
る

も

の
を

除
く

。
)

1
0

分
の

2
0

以
下
 

1
0
,
0
0
0

平

方
メ

ー
ト

ル
 

1
5
メ
ー

ト
ル
 

4
メ

ー
ト

ル
 

(
1
)

守
衛

所
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

も
の

で
軒

の
高

さ
が

4
メ
ー

ト
ル
以

下
で
あ

り
、

か
つ

、
床

面
積

の
合

計
が

1
00

平

方
メ

ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

前
号

の
建

築
物

に
附

属
す

る
自

動
車

車
庫

で
軒

の
高

さ
が

4
メ
ー
ト

ル
以
下

で
あ

る
も

の

C
地

区
 

次
に

掲
げ

る
建

築
物

以
外

の
建

築
物
 

(
1
)

事
務
所

(
2
)

自
動
車

車
庫

(
3
)

令
第

1
3
0
条

の
5
の

3
各

号
に
掲

げ
る

建
築

物
で

そ
の

用
途
に

供

す
る

部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以
内

の
も

の
(
3
階

以
上

の
部

分
を

そ
の
用

途
に
供

す
る

も
の

を
除

く
。

)

1
0

分
の

2
0

以
下
 

1
メ

ー
ト

ル
 

1
メ

ー
ト

ル
 

太
田

川
駅

西
整

備
計

画
区

域
 

A
地

区
 

(
1
)

住
宅
、

共
同

住
宅

、
寄
宿

舎
又
は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も
の

(
2
)

ホ
テ
ル

、
旅

館
そ

の
他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
3
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
4
)

カ
ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク

ス
そ
の

他
こ
れ

に
類

す
る

も
の

(
5
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
パ

チ
ン

コ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

2
メ

ー
ト

ル
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(
6
)

劇
場
、
映
画

館
、
演

芸
場

、
観
覧

場
、
ナ
イ

ト
ク

ラ
ブ

そ
の
他

こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

(
7
)

畜
舎

B
地

区
 

(
1
)

住
宅
、

共
同

住
宅

、
寄
宿

舎
又
は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も
の

(
2
)

兼
用
住

宅
で

、
非
住

宅
部

分
の
床

面
積

が
、
5
0
㎡

以
下

か
つ
建

築

物
の

延
べ

面
積

の
２

分
の

１
以

下
の
も

の

(
3
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
パ

チ
ン

コ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

(
4
)

工
場
、

倉
庫

等

2
メ

ー
ト

ル
 

C
地

区
 

(
1
)

工
場
、

倉
庫

等
1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

D
地

区
 

(
1
)

ホ
テ
ル

、
旅

館
そ

の
他
こ

れ
ら
に

類
す

る
も

の

(
2
)

ボ
ー
リ

ン
グ

場
、
ス
ケ
ー

ト
場
、
水
泳

場
、
ス
キ

ー
場

、
ゴ
ル

フ

練
習

場
、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
練
習

場
そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

加
木

屋
中

部
整

備
計

画
区

域
 

A
地

区
 

(
1
)

建
築
物

の
1
階
部

分
に
お

い
て
住

宅
、
共
同

住
宅

、
寄

宿
舎
又

は

下
宿

の
用

途
に

供
す

る
も

の

(
2
)

マ
ー
ジ

ャ
ン

屋
、
ぱ

ち
ん

こ
屋
、
射
的

場
、
勝

馬
投

票
券

発
売
所

、

場
外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も

の

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置
そ

の
他

こ
れ

に
類
す

る
用
途
（

自

動
車

車
庫

を
除

く
。
）
に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

B
地

区
 

マ
ー

ジ
ャ

ン
屋

、
ぱ

ち
ん

こ
屋

、
射
的

場
、
勝
馬

投
票

券
発
売

所
、
場

外

車
券

売
場

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る
も

の
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置
そ

の
他

こ
れ

に
類
す

る
用
途
（

自

動
車

車
庫

を
除

く
。
）
に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

C
地

区
 

畜
舎
 

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置
そ

の
他

こ
れ

に
類
す

る
用
途
（

自

動
車

車
庫

を
除

く
。
）
に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト

ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の

D
地

区
 

法
別

表
第

2
(は

)項
に
掲

げ
る

も
の
(
同
項

第
1
号

か
ら
第

7
号

ま
で

に

掲
げ

る
建

築
物

に
附

属
す

る
も

の
の
う

ち
、
床

面
積

の
合
計

が
15

平
方

メ
ー

ト
ル

以
下

の
畜

舎
を

除
く

。
)以

外
の

も
の

1
メ

ー
ト

ル
 

0
.
5
メ
ー

ト
ル
 

(
1
)

物
置
そ

の
他

こ
れ

に
類
す

る
用
途
（

自

動
車

車
庫

を
除

く
。
）
に

供
し
、
軒

の
高

さ
が

2.
3
メ
ー

ト
ル

以
下

で
あ

り
、
か

つ
、
床

面
積

の
合

計
が

5
平
方

メ
ー
ト
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ル
以

内
で

あ
る

も
の

(
2
)

自
動

車
車

庫
で

軒
の

高
さ

が
2
.5

メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

も
の
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知多都市計画地区計画の決定 

理 由 書 
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理由書 

【加木屋中部地区】 

１ 当該都市計画の都市の将来像における位置付け 

東海市都市計画マスタープラン（東海市：平成 31 年 3 月策定）では、「市民の健

康で元気な暮らしを支える都市づくり」を目標の一つに掲げ、本地区は平成 27 年

5 月に開院した知多半島医療圏北西部の中核病院となる公立西知多総合病院を核

とした「保健医療福祉拠点」に位置付けられている。本拠点は、「既存の医療・福

祉機能に加えて、日常生活を支える商業施設などの生活サービス施設の誘導、公共

交通の機能強化などにより、『医職住』が整った市街地の整備に向けた拠点の形成

を図る」としています。また、都市計画道路養父森岡線の沿道は「地域生活拠点」

に位置付けられており、「地域住民の日常生活を支える機能の維持・集積を図る」

としています。 

土地利用方針では、「新市街地地区の住居系」に位置付けられ、「公立西知多総合

病院や新駅の整備を生かし、増加が見込まれる人口の受け皿として住居系市街地

の形成を図る」としています。 

地域別構想については、「保健医療福祉拠点である公立西知多総合病院周辺では、

新駅の整備と合わせた『医職住』が整った市街地の形成に向け、日常生活を支える

商業施設などの生活サービス施設の立地誘導を図る」としています。 

東海市立地適正化計画（東海市：平成 29 年 3 月策定・令和 4 年 3 月改定）では、

「保健医療福祉拠点都市機能誘導区域」に位置付けられており、「公立西知多総合

病院や新駅の利便性を生かした良好な居住環境を確保するもの」としています。 

求められる機能の設定については、「新駅周辺地区として利便性が高く、高齢者

をはじめだれもが住みやすい生活サービス施設の維持・充実等」を踏まえ、「地域

福祉居住機能」、「広域医療機能、福祉機能」、「商業機能」を設定しています。 

誘導施設の設定については、求められる機能に基づき、「病院」及び「商業施設」

を設定しています。病院については、「医療法第 1 条の 5 に定める病院で 200 床以

上のもの」を維持・充実、商業施設については、「生鮮品を扱うスーパー等で店舗

面積が 1,000 ㎡以上のもの」を誘導するものと位置付けています。 

誘導施策等の設定においては、「新駅の整備を契機としたまちづくり」に取り組

むため、「施設立地にふさわしい都市基盤整備、誘導施設」の適切な誘導等や、「介

護予防教室や住民交流等のできる施設等」により「地域における福祉機能や居住機

能の維持・充実」が求められ、「新駅駅舎、駅前広場の整備」、「都市計画道路養父

森岡線等の幹線道路整備」、「市営住宅の建て替えにあわせたシルバーハウジング
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整備」、「福祉機能向上や住民交流等のための施設整備」及び「商業施設の立地促進」

等の検討を進めるものとしています。 

２ 当該都市計画の必要性 

地区計画は、主として当該地区内の住民等にとっての良好な市街地環境の形成

又は保持のための地区施設及び建築物の整備並びに土地利用に関する一体的かつ

総合的な計画です。 

当該地区は、都市計画マスタープランの将来都市構造の実現を図るため、用途地

域の変更と合わせて良好な住環境を確保しつつ、生活利便施設の立地誘導を図り、

地域生活拠点としてふさわしい土地利用の増進を目指し、適正な土地利用の規制・

誘導を確実に行うための地区計画を定めるものです。 

３ 当該都市計画の妥当性 

（１）位置の妥当性 

当該地区は、名古屋鉄道河和線高横須賀駅と南加木屋駅の間に計画されている

新駅の徒歩圏域にあることや、地区中央部を都市計画道路養父森岡線が東西に横

断するとともに都市計画道路名古屋半田線に近接するなど、利便性の高い交通環

境を持つ地区となっています。また、東海市都市計画マスタープランにおいても、

本市の増加人口を受け止める住居系市街地の形成を図る区域となっており、土地区

画整理事業で計画的な市街地整備も行われることから、秩序ある住居系市街地が

形成されることが期待できます。 

以上より、当該地区は利便性の高い交通環境の利便性を活かした、良好な市街地

形成を行う上で適切な地区です。 

（２）区域の妥当性 

区域の境界は、市道名和加木屋線（旧主要地方道名古屋半田線）及び、準用河川

大田川（栄橋下流より二級河川大田川）の中心等とし、平成31年3月に市街化区域

編入した区域と一致しており、明確な区域境界です。 

（３）規模の妥当性 

当該地区の規模は、知多都市計画事業東海加木屋中部土地区画整理事業の施行

区域を含む約12.4㏊です。 
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（４）施設の配置等 

当該地区は、住居系新市街地として、土地区画整理事業と連携した良好な市街地

形成を図るため、土地区画整理事業により計画的に道路、公園及び緑地を整備しま

す。 

以上から、位置、区域、規模、施設の配置等は妥当です。 
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Ａ３縮小図
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